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１
月
６
日
（
火
）、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
鶴
遊
館
」
で
、「
新
年
を

祝
う
会 

叙
勲
・
褒
賞
等
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
行
政
や
社
会
福
祉
の
向
上
、
納
税
な
ど
の
各
分
野
で
町
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
や
褒
賞
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
文
化
活

動
に
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
た
方
々
に
文
化
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
代
表
の
中
野
掔
司
さ
ん
は
「
私
ど
も
は
本
日
の
感
激
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
今
後
も
町
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

中
な か の

野 掔
け ん じ

司 氏
（米 元）

特
別
功
労
褒
賞

　
10
期
40
年
に
わ
た
り
鶴
田
町
長
の
職
に

あ
り
、
公
共
の
福
祉
向
上
に
尽
く
し
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
褒
賞

　

40
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
の
職
に
あ

り
、
平
成
18
年
か
ら
は
消
防
団
副
団
長
と

し
て
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に

尽
く
し
、
公
益
と
民
生
の
安
定
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

高
た か ぎ

木 豊
とよひろ

博 氏
（野 木）

善
行
褒
賞

葛
か さ い

西 幸
こういち

一 氏
（米 元）

　

鶴
田
町
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、
公
共

の
福
祉
向
上
と
町
政
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

佐
さ さ き

々木 傳
で ん の し ん

之進 氏
（沖）

納
税
功
労
褒
賞

　

納
税
の
趣
旨
を
深
く
理
解
し
、
50
年
の

永
き
に
わ
た
り
町
税
を
納
期
限
内
に
継
続

完
納
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
功
労
褒
賞

　

納
税
の
趣
旨
を
深
く
理
解
し
、
50
年
の

永
き
に
わ
た
り
町
税
を
納
期
限
内
に
継
続

完
納
さ
れ
ま
し
た
。

佐
さ と う

藤 博
ひ ろ み

美 氏
（胡桃舘）

納
税
功
労
褒
賞

澁
しぶたに

谷 昭
あきよし

義 氏
（仲 町）

　

納
税
の
趣
旨
を
深
く
理
解
し
、
50
年
の

永
き
に
わ
た
り
町
税
を
納
期
限
内
に
継
続

完
納
さ
れ
ま
し
た
。

出
で ま ち

町 　豊
ゆたか

 氏
（間 山）

納
税
功
労
褒
賞

　

納
税
の
趣
旨
を
深
く
理
解
し
、
50
年
の

永
き
に
わ
た
り
町
税
を
納
期
限
内
に
継
続

完
納
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
功
労
褒
賞

　

納
税
の
趣
旨
を
深
く
理
解
し
、
50
年
の

永
き
に
わ
た
り
町
税
を
納
期
限
内
に
継
続

完
納
さ
れ
ま
し
た
。

成
な り た

田 忠
ただよし

義 氏
（亀 田）

○
ほ
か
納
税
功
労
褒
賞
受
賞
の
方
々

　

赤あ
か
ぎ城
忠ち
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎 

氏
（
仲　

町
）

　

上う
え
は
ら原　

鐵て
つ
お男 

氏
（
駅
前
通
り
）

　

瓜う
り
た田　

啓け
い
じ二 

氏
（
文
化
通
り
）

　

織お
り
た田　

勝か
つ
み美 

氏
（
境
）

　

工く
ど
う藤　

三さ
ぶ
ろ
う郎 

氏
（
胡
桃
舘
）

　

小こ
え
だ枝　

　

君き
み 

氏
（
相
原
町
）

　

坂さ
か
も
と本　

政ま
さ
お雄 

氏
（
稲　

川
）

　

佐さ

さ

き
々
木
銀ぎ
ん
ぞ
う藏 

氏
（
横　

萢
）

　

對つ
し
ま馬

一ひ

ふ

み
二
三 

氏
（
沖
）

　

花は
な
だ田　

清き
よ
み美 

氏
（
後
中
野
）

　

棟む
な
か
た方　

ク
ニ 

氏
（
菖
蒲
川
）

新
年
を
祝
う
会 

叙
勲
・
褒
賞
等
祝
賀
会

町
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
方
々
を
表
彰

新年を祝う会叙勲・褒賞等祝賀会
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※
写
真
は
式
典
に
出
席
さ
れ
た
方
（
代

　
理
出
席
含
む
）
の
み
掲
載
。

當
た い ま

麻 榮
えいいち

一 氏
（駅東町）

旭
日
双
光
章

　

多
年
に
わ
た
り
鶴
田
町
議
会
議
員
と
し

て
、
公
共
の
福
祉
向
上
と
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

正
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

多
年
に
わ
た
り
小
学
校
の
教
職
員
と
し

て
、
教
育
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 故 

寺て
ら
や
ま山 

禎よ
し
ひ
で英  

氏
（
鷹
ノ
尾
）

瑞
宝
単
光
章

瓜
う り た

田 甚
じんざぶろう

三郎 氏
（尾　原）

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
と
民
生
の
安
定

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

藍
緩
褒
章

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
、
消

防
行
政
に
精
励
さ
れ
、
公
益
と
民
生
の
安

定
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

菊
き く ち

池 章
あきひろ

弘 氏
（横　萢）

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
と
民
生
の
安
定

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
と
民
生
の
安
定

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
す ず き

木 　隆
たかし

 氏
（横　萢）

棟
むなかた

方 　昇
のぼる

 氏
（大　性）

髙
たかはし

橋 文
ふ み お

雄 氏
（相原町）

山
やまがた

形 幸
ゆ き こ

子 氏
（稲　川）

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
と
民
生
の
安
定

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

法
務
大
臣
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
、
地
域

社
会
の
浄
化
に
尽
力
し
、
公
益
と
民
生
の

安
定
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

音　
楽

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
57
回
東

北
大
会
高
等
学
校
小
編
成
の
部
『
金
賞
』。

五所川原第一高等学校 １年

斎
さいとう

藤 羽
う ら ん

蘭 さん
（境）

郷
土
芸
能

　

第
35
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

郷
土
芸
能
部
門
に
お
い
て
「
津
軽
三
味
線

組
曲・雪
月
風
花
」
で
『
最
優
秀
賞
』
受
賞
。

鶴田小学校 １年

吉
よしかわ

川 美
み う

有 さん
（派 立）

絵　
画

　

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
主
催

「
ふ
る
さ
と
の
田
ん
ぼ
と
水
」
子
ど
も
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
４
で
『
入
選
』。

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校 

１
年

　
　
三み
う
ら浦 

里り
お央
（
み
ど
り
町
）

鶴
田
小
学
校 

２
年

　
　
眞し
ん
ど
う藤 

海か
い
り鈴
（
あ
さ
ひ
町
）

鶴
田
小
学
校 

３
年

　
　
工く

ど
う藤 

涼り
ょ
う
ま馬

（
仲
町
）

胡桃舘小学校 １年

佐
さ と う

藤 夏
な つ み

美 さん
（胡桃舘）

菖蒲川小学校 ５年

棟
むなかた

方 里
り ず

珠 さん
（菖蒲川）

富士見小学校
（西

にしなかのしょうねんぐみ
中野少年組）

伝
統
芸
能

　

開
校
以
来
、
西
中
野
地
区
に
伝
わ
る
獅

子
舞
を
地
域
の
方
々
か
ら
の
指
導
を
受

け
、
代
々
伝
承
し
続
け
て
い
る
。
平
成
26

年
度
に
は
、
県
下
獅
子
踊
り
大
会
で
『
少

年
奨
励
賞
』
受
賞
。

文
化
奨
励
賞

○
ほ
か
同
賞
受
賞
の
方
々

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
と
民
生
の
安
定

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

尾
お ざ き

崎 治
じ さ ぶ ろ う

三郎 氏
（大　巻）

梅
沢
小
学
校 

２
年

　
　
佐さ
さ
き
々
木 

琉り
ゅ
う
と斗
（
鶴
寿
団
地
）

感
謝
状
贈
呈
（
叙
位・叙
勲
お
よ
び
大
臣
表
彰
）


